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大
型
爆
撃
機
Ｂ
29
の
墜
落

　
１
９
４
４
年
12
月
３
日
午
前
６

時
。
サ
イ
パ
ン
の
マ
リ
ア
ナ
基
地

か
ら
計
80
機
の
Ｂ
29
が
飛
び
立
ち

ま
し
た
。
爆
撃
目
標
は
中
島
飛
行

機
武
蔵
製
作
所
（
東
京
）
。
町
に

墜
落
し
た
Ｂ
29
（
愛
称
ロ
ゼ
リ
ア

ロ
ケ
ッ
ト
）
は
80
機
を
率
い
る
編

隊
長
機
で
、
こ
の
日
は
作
戦
司
令

官
が
同
乗
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
、
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
を
維
持

し
富
士
山
を
目
印
に
北
上
。
富
士

山
が
見
え
る
と
東
に
針
路
を
と

り
、
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
を

め
が
け
爆
弾
を
投
下
し
ま
し
た
。

　
任
務
完
了
後
、
編
隊
は
東
京
上

空
を
離
れ
、
サ
イ
パ
ン
に
帰
還
す

る
予
定
で
し
た
が
、
午
後
２
時
ご

ろ
、
西
の
上
空（
佐
倉
市
あ
た
り
）

で
日
本
の
零
式
戦
闘
機
・
飛ひ
え
ん燕
に

襲
撃
さ
れ
ま
し
た
。
機
体
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
神
代

村
上
空
で
空
中
分
解
。搭
乗
員
は
、

相
次
い
で
脱
出
し
ま
し
た
。

　
搭
乗
員
12
人
の
う
ち
７
人
が
即

死
、
残
り
５
人
の
う
ち
２
人
は
日

本
の
陸
軍
病
院
に
て
死
亡
。
捕
虜

収
容
所
に
送
ら
れ
、
戦
後
、
ア
メ

リ
カ
に
生
還
で
き
た
の
は
３
人
。

そ
の
一
人
が
ロ
ゼ
リ
ア
ロ
ケ
ッ
ト

の
機
長
・
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
さ
ん

で
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
当
時
、
ゴ
ー
ル
ズ

ワ
ー
ジ
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
陸
軍
航

空
隊
の
少
佐
で
し
た
。
12
月
３
日

に
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
計
80
機
を
率

い
て
爆
撃
後
、
墜
落
。
神
代
村
の

菅
谷
賢
司
さ
ん
（
神
田
）
ら
に
捕

ら
え
ら
れ
、
東
京
の
憲
兵
隊
本
部

で
壮
絶
な
取
り
調
べ
を
受
け
ま
し

た
。
３
月
に
は
東
京
大
空
襲
を
体

験
し
、
そ
の
後
、
大
森
捕
虜
収
容

所
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
後
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
帰
国

し
、
父
の
農
場
を
経
営
。
晩
年

は
、
仕
事
を
す
べ
て
子
ど
も
へ
任

せ
、
国
内
外
を
旅
す
る
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、
１
９
９
３
年

に
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ
島
の
教
会

で
、
横
浜
市
の
長
澤
の
り
さ
ん
と

出
会
い
ま
す
。
宿
泊
先
が
一
緒
で
、

ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
夫
妻
か
ら
声
を

か
け
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

M
E T

O
O

　
私
も
だ
よ

　

そ
の
日
の
う
ち
に
親
し
く
な

り
、
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
さ
ん
は

「
東
京
大
空
襲
を
知
っ
て
い
ま
す

か
」
と
長
澤
さ
ん
に
質
問
し
ま

す
。
当
時
東
京
の
本
郷
で
空
襲
を

体
験
し
た
長
澤
さ
ん
は
「
あ
の

真
っ
赤
な
空
は
死
ぬ
ま
で
忘
れ

ま
せ
ん
」
と
答
え
る
と
、
「M

E 
T

O
O

　

私
も
だ
よ
」
と
話
し
ま

し
た
。
「
あ
な
た
は
空
の
上
に
い

て
、
私
た
ち
の
上
に
爆
弾
を
落
と

し
た
の
で
し
ょ
」
と
口
調
を
強
め

る
と
、
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
さ
ん
は

静
か
に
、
爆
撃
の
こ
と
、
墜
落
の

こ
と
、
そ
し
て
捕
虜
に
な
っ
た
と

き
の
話
を
し
た
の
で
す
。

　
長
澤
さ
ん
は
、
身
の
縮
む
よ
う

な
思
い
を
し
な
が
ら
も
、
ゴ
ー
ル

ズ
ワ
ー
ジ
さ
ん
の
人
柄
に
触
れ
た

こ
と
で
、
交
流
を
深
め
、
毎
年
、

同
じ
時
期
に
ハ
ワ
イ
へ
行
く
よ
う

に
な
り
、
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

墜
落
し
た
場
所
を
知
り
た
い

　
「
自
分
の
飛
行
機
に
つ
い
て
の

情
報
、
自
分
を
撃
墜
し
た
日
本
人

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
名
前
や
捕
ら
え
ら

れ
た
場
所
を
知
り
た
い
。
襲
撃
の

勇
気
を
た
た
え
た
い
」。

　
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
さ
ん
か
ら
相

談
を
受
け
た
長
澤
さ
ん
は
、
ハ
ワ

イ
で
の
出
会
い
を
新
聞
に
投
書
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の

研
究
者
を
知
り
、
真
相
を
突
き
止

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 ▲ゴールズワージさん夫妻

　（1940年）

▲防災頭巾をかぶり墜落したB29を見る子どもたち

　1944年12月3日午後２時ころ、東和田の山林にアメリカの大型爆撃
機B29が墜落。その53年後の1997年９月25日、東庄町ふれあい公園に
て日米合同慰霊祭が開催され、墜落した元機長が町を訪れました。
　翌1998年に発行された「二度目の着地～平和と友好を願って～」を
もとに、その軌跡をたどります。

二度目の着地

元
機
長
と

日
本
人
女
性
の
出
会
い
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Ｂ
29
墜
落
事
件
記
録

　
熊
谷
さ
ん
の
調
査
に
よ
り
墜
落

地
が
神
代
村
と
判
明
し
た
の
が
、

１
９
９
５
年
末
。
そ
の
10
カ
月
前

の
１
９
９
５
年
２
月
に
、
東
庄
町

郷
土
史
研
究
会
理
事
の
宮
崎
雅
夫

さ
ん
（
東
和
田
）
が
「
Ｂ
29
墜
落

事
件
記
録
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
宮
崎
さ
ん
は
、
墜
落
当
時
に
地

元
で
活
躍
さ
れ
た
方
の
多
く
が
故

人
と
な
り
、
戦
後
50
年
の
け
じ
め

と
し
て
記
録
を
後
世
に
残
す
た
め

「
今
や
っ
て
お
か
ね
ば
」
と
、
郷

土
に
起
こ
っ
た
事
件
の
寄
稿
を
各

方
面
へ
依
頼
し
、
集
め
ら
れ
た
記

録
を
文
集
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
の
年
の
８
月
に
は
、
旧
神
代

小
学
校
の
跡
地
に
建
設
中
だ
っ
た

ふ
れ
あ
い
公
園
で
、
Ｂ
29
墜
落
時

の
機
関
銃
が
発
見
さ
れ
ま
し
た

（
現
在
は
熊
谷
さ
ん
の
ご
尽
力
に

よ
り
江
戸
東
京
博
物
館
に
て
常
設

展
示
）。

迎
え
る
会
の
発
足

　
１
９
９
６
年
６
月
、
熊
谷
さ
ん

と
長
澤
さ
ん
は
、
宮
崎
さ
ん
に
現

場
な
ど
を
案
内
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
に
、
宮
崎
さ
ん
は
ゴ
ー
ル
ズ

ワ
ー
ジ
さ
ん
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
そ
う
な
予
感
が
し
、
何
度
も

集
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
９
７
年
２
月
に
「
日
米
友
好

同
志
会
（
仮
称
）」
を
結
成
し
、

同
年
の
９
月
に
元
機
長
夫
妻
の
訪

問
が
決
ま
り
ま
す
。

　
Ｂ
29
の
元
機
長
を
捕
虜
と
な
っ

た
と
は
い
え
、
招
待
し
た
ら
反
対

す
る
人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
50
年
過
ぎ
て
日
米
の
友

好
を
も
と
に
発
展
し
、
戦
争
の
悲

惨
さ
、
む
な
し
さ
を
忘
れ
ず
、
永

遠
の
平
和
を
願
う
こ
と
を
会
の
目

的
と
し
ま
し
た
。
名
称
は
正
式
に

「
Ｂ
29
元
機
長
夫
妻
を
迎
え
る
会
」

と
し
、
メ
ン
バ
ー
は
12
人
、
会
長

に
宮
崎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
暗
中
模
索
で
会
合
を
重
ね
、
行

政
の
援
助
を
一
切
受
け
な
い
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
や
東
庄
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

の
応
援
を
得
て
、
協
力
体
制
も
整

い
ま
し
た
。

　1994年、太平洋戦争末期に首都圏に落ちたB29
の墜落地点などを調べていた私は、ＮＨＫの番組に
出演。番組終了後、長澤さんからゴールズワージさ
んに関する電話がありました。
　ゴールズワージさんの記憶をもとに、当時の記録
を調べました。墜落は1944年12月３日、その日地
上に落ちたのは千葉県神代村だけです。神代村に落
ちたB29搭乗員名簿を捜し出して、その中にゴール
ズワージさんの名前があれば、墜落地点は神代村だ
と断定できます。国会図書館の憲政資料室で、多く
の記録を調べたのですが、アメリカ軍の記録は膨大
な量で、資料の状態もよくありません。
　調査中だった1995年に、東庄町で機関銃が発見
され、新聞にも大きく取り上げられたことで、同じ
くB29墜落調査をされていた栃木県の高校教諭・森
一博さんから、「東庄町でB29墜落時の目撃談を本
にまとめた宮崎さんという方がいる」と連絡があり
ました。その後、宮崎さんから送られてきた「B29
墜落事件記録」にはゴールズワージさんの捕らえら
れた時の記憶と一致する話が収集されていました。

また国会図書館で探索した資料でも確定ができまし
た。
　長澤さんと私は東庄町へ向かい、宮崎さんの案内
で、墜落現場や搭乗員たちの捕らえられた場所を巡
りました。「慰霊祭をやりましょうや、平和な日本
で再会しましょう」と、宮崎さんの言葉から慰霊祭
は始まりました。
　慰霊祭は、宮崎さんが「B29墜落事件記録」を発
行したことで種がまかれ、当時の記憶がある方が町
に多くいて、輪が広がっていったと思います。ゴー
ルズワージさんも来町を切望していましたし、全て
の物事がベストタイミングであったと思います。

▲�町でゴールズワージさんについて話す長澤さんと熊
谷さん（中央）

全てが絶妙のタイミングだった

　長澤さんから依頼を受け、ゴールズワージさん墜落時のことを調
べた熊谷さんに、調査や慰霊祭などについて伺いました。

熊
くまがい

谷 明
あき

子
こ

さん（東京）元足立区郷土博物館 歴史調査員
（旧姓仲村）

Interview


